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研究成果の概要（和文）：本研究は、医師の裁量について倫理・法・社会という複合的な視点から考察し、生命倫理学
と医事法学の間には医療水準と医師の裁量権に関して齟齬がある事が判明した。後者は医師の裁量を前者より大きめに
見ていた。そのため医師-患者関係の不調和の調停には、医事裁判よりも裁判外紛争解決手続きのように医療者と患者
の当事者が垣根を越えた対等の立場で不調和の事態を調整し、相互理解を図るような制度の臨床への導入が推奨される
。

研究成果の概要（英文）：This study considered meaning of doctors' discretion and medical standard and 
revealed that there was some discrepancy between doctors’premise about the meaning and that of medical 
jurists from interdisciplinary ethical, legal, and social viewpoint. It might be, therefore, useful to 
introduce a system like ADR(Alternative Dispute Resolution) into clinical field in order to resolve 
troubles between doctor - patient relations.

研究分野： 生命倫理学

キーワード： 医師の裁量　患者の自己決定

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
医療行為において医師には一定の裁量

(権)がある。どのような薬物や術式を用い
るかは医師の裁量の範囲内である。しかし
具体的にどの場合にどのような裁量が可
能なのか等、裁量(権)に関する体系的研究
がなかった。研究代表者の村岡潔は、病院
診療で時に自己や同僚の診療行為が医師
の裁量範囲内か否か(患者の自己決定権の
侵害にあたらないのか)等の判断に窮する
場面に遭遇したり、また大学（佛教大学・
大阪大学）で受け持っている生命倫理・医
療倫理の講義の中でさまざまな事例のケ
ース・スタディを行なったりする上でも、
裁量権についてつめた考察の必要性を痛
感するようになった。また医師の裁量権の
曖昧さが、我が国における医師―患者関係
の対等化等の生命倫理上の問題や医事紛
争の解決を困難にさせる一因でもあった。
これが本研究の着想に至った経緯である。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、このような現状を踏ま

え「医師の裁量権」について、複合的学際
的な視点、すなわち生命倫理や医事法や医
療社会学的視点から探究する。こうした考
察に基づいて、統一的に理解できる「裁量」
概念やその許容範囲を検討し、その成果を
学会発表や出版、あるいは大学教育等によ
って社会への情報発信等を行うことであ
る。 
 
３．研究の方法 
[平成 24 年度] 
 「裁量の余地」か「裁量の権限」かにつ
いて理論的並びに事例研究を行なう。医療
行為が、医師と患者の間の「消費者契約」
すなわち市場モデルに基づく修理業とす
るなら「裁量の余地」は技術的な狭い範囲
内にとどまる。はたして「医師の裁量権」
もそうした狭義の内容なのか、それともそ
れを超えた「権利」として医師が随時・随
意に裁量し行使できるほどのより広い権
限なのか。この区別が必要である。 
[平成 25 年度] 
「医師の裁量権」と呼べる権利の根拠は何
なのか。一般に、医師という職業には専門
性と自律性があるとされるが、それらが根
拠となるのか。あるいは、他に根拠がある
のか。 
[平成 26 年度] 
「医師の裁量(権)」と「患者の自己決定権」
はどのような関係に立つのか。両者は衝突
するものなのか。「医師の裁量権」は「患
者の自己決定権」を侵害しない範囲では認
められるものなのか、あるいは「医師の裁
量権」は「患者の自己決定権」を制限して
でも認められるものなのか。すなわち両者
は医師―患者関係の中で相互に規定され
るべきものなのか。 

以上の観点から医師の裁量(権)につい
て倫理・法・社会という複合的な視点（ELSI）
から考察を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究では、日常診療における「医師の
裁量権」と「患者の自己決定権」が、医師
―患者関係 において果たしうる法的ない
しは倫理・道徳的機能について理論的に検
討した結果、医師の裁量と患者の自己決定
の間には対立的でありながら調和的関係
が存在することが再確認された。また「医
療過誤」に関連する事例研究から、「医師
の裁量権」と「患者の自己決定権」の両者
が「医療過誤」と構造的にどう関わってい
るのかについても検討した。そして 20 世
紀後半以降の医療倫理の戦略が両者の関
係に深く関わっていることが判明した。す
なわち、医師―患者関係(患者―医療者関
係)のモデルの中では、牧師モデル(パター
ナリズム)や工学モデル(科学的医学主義)
から契約モデル(医師の裁量と患者の自己
決定の調和を図る理想的モデル)への方向
性をめざすことで、臨床場面での患者の自
律（自己決定権）を保障する可能性が高ま
るという生命倫理的結論が導かれた。 

さらに医事法の領域との探究でも、医師
の「裁量権」と患者の「自己決定権」の双
方の権利の相互調整・制限・制約に当たる
場合を、インフォームド・コンセントの原
則が理想的に機能する形態としている。ま
た医療過誤の事例から「医療水準」という
因子が医師の裁量権と自己決定権とのバ
ランスを左右することが示唆された。さら
に、医師―患者関係の不調和の調停には、
これまでは医療過誤のシステムとして医
事裁判等が利用されてきたが、新たな
ADR(裁判外紛争解決手続き)のシステムを
臨床現場にも導入することがよりよい改
善策と結論づけられた。後者のこのシステ
ムは事後的な契約モデルに相当し、医療過
誤に基づく医師の裁量権と患者の自己決
定権との対立的問題をより調和的に解決
する手段と位置づけられた。 

このように考えるならば、本研究の成果
は十全ではないとしてもきわめて重要か
つ有益であり、その成果は社会全体に還元
されうるものと信じる。なお、大野病院事
件産婦人科における妊婦死亡事例、脳ドッ
クにおける未破裂脳動脈瘤の手術の事例
研究等を通じて生命倫理学者と医事法学
者の間では、医療水準と医師の裁量権の前
提や認識の面で大きな齟齬がある事も判
明した。そのため残念ながら、医師の裁量
(権)における包括的体系的定義および概
念については今後も研究を続ける予定で
ある。 
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